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米
国
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
土
木

工
学
税
で
は
、
画
像
情
報
を
B

I
M
(
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン

グ
)
に
展
開
す
る
研
究
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
。
重
点
テ
i
マ

の
1
つ
に
、

3
次
元
座
標
の
ポ

イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
(
点
群
)
を

取
得
す
る
手
段
と
し
て
、
一
般

的
な
3
次
元
レ
ー
ザ
ー
計
測
で

は
な
く
、
あ
え
て
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
静
止
画
像
を
使
う
研
究
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点群活用に可能性
が
あ
る
。
B
I
M
モ
デ
ル
と
現
況
モ
デ

ル
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

現
実
を
拡
張
し
た
4
次
元
モ
デ

ル
は
作
成
で
き
る
。
こ
れ
を
効

果
的
に
使
え
ば
、
工
事
の
進
捗

管
理
や
品
質
管
理
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
行
え
る
。
そ
の
有
効
性

は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

B
I

M
先
進
国
の
米
国
で
も
ポ
イ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
を
現
場
の
施
工
管

理
に
本
格
導
入
す
る
段
階
に
は

入
っ
て
い
な
い
c

原
因
の
1
つ
は
、
導
入
コ
ス

ト
に
あ
る
。
マ
ニ
・
ゴ
ル
パ
パ

フ
ァ
l
ド
教
授
が
「
明
ら
か
な

の
は
高
額
な
レ

ー
ザ
ー
計
測
に

の
比
べ
て
初
期
投

搬
資
を
大
幅
に
抑

明
一
え
ら
れ
る
点
L

加
と
強
調
す
る
よ

ヲ
る
う
に
、
市
販
の

メ

す

・

レ

力
測
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

オ
計
ラ
を
使
っ
て
精

デ
一
冗
ビ
次
度
の
高
い
点
群

ル
3
が
取
得
で
き
れ

タ
を
ジ
き
ば
、
現
場
の
導

ヂ
動
入
は
し
や
す

く
、
劇
的
に
活

用
が
進
む
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

研
究
は
ま
だ
試
行
段
階
に
あ

る
が
、
施
工
の
出
来
形
確
認
に

も
あ
る
程
度
使
え
る
状
況
に
ま

で
来
て
い
る
。
日
本
で
配
筋
検

査
の
ツ
ー
ル
と
し
て
試
験
的
に

使
わ
れ
だ
実
績
も
あ
り
、
そ
の

完
成
度
は
高
い
。
将
来
的
に
は

「
施
工
効
率
や
品
質
管
理
に
と

ど
ま
ら
ず
、
環
境
負
荷
や
安
全

対
策
に
も
活
用
で
き
る
」
と
考

イ
リ
ノ
イ
大
の
ゴ
ル
パ
パ
フ
ァ
i
ド

教
授
は
「
初
期
投
資
が
抑
-
え
ら
れ
る
」

と
強
調
す
る

険
を
知
ら
せ
る
仕
組
み
だ
。

重
機
の
環
境
負
荷
計
測
で

は
、
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
セ
ン
サ

ー
を
設
置
す
る
方
法
が
確
立
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
導
入
に
は

1
0
0
0万
円
程
度
の
費
用
が

か
か
る
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
重
機
の
動
き
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
分
析
し
、

C

0
2
排
出
量
も
割
り
出
す
。
作

業
員
の
映
像
を
認
識
さ
せ
、
へ

安
全
、
環
境
配
慮
に
利
用
価
値

え
て
お
り
、
既
に
具
体
の
研
究

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

日
本
と
同
様
に
米
国
も
、
土

木
工
事
で
は
重
機
と
作
業
員
の

接
触
事
故
が
多
い
。
そ
こ
で
静

止
画
像
か
ら
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
を
生
成
す
る
研
究
成
果
を
応

用
し
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
施
工
機
械
の
動
き

を
認
識
さ
せ
る
仕
組
み
を
考
案

し
た
。
現
場
作
業
員
の
行
動
パ

タ
ー
ン
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
危
険
予
知
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
利
用
も
可
能
。
具
体
的
に

は
現
場
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
た
上
で
、
作
業
員
に
小
型

の
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
l
を
持
た

せ
、
重
機
が
接
近
し
た
際
に
危

ル
メ
ッ
ト
な
ど
着
用
状
況
に
つ

い
て
も
判
別
で
き
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
安
全
面
の
確
認
ツ
!
ル

と
し
て
も
使
え
る
。
同
大
が
取

り
組
む
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の

研
究
は
実
用
化
を
意
識
し
た
も

の
だ
。国
土
交
通
省
の
C
I
M
(
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
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【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
19.中部経済
ω建設通信
16.建設工業

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日
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